
（別紙３）

～ 2025年2月28日

（対象者数） 8名 （回答者数）
7名

～ 2025年2月28日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・できるだけみんなで話し合う機会を持ち、子どもが自分で

考えた意見を発表できるよう促していく

・事例検討の時間を捻出していく

2

・遊ぶ時は子どもと一緒に全力で遊び、子どもたちから学ぶ

姿勢が根付くようにしていく

・経験の少ない職員も自分で考えて行動できるよう、見守り

ながらサポートしていく

3

・保護者の送迎がお迎えのみなので限られた時間になるが、

なるべく多くの保護者と話をしていく

・保護者講座にも積極的に参加を促し、なるべく出席してい

ただく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・合同療育の中でも１年生と２年生を分ける、男女で分ける

など、グループでの活動を考えていく

2
・２年生終わりまでに保護者講座などで、保護者に伝えたい

ことを少しでも多くお伝えしていく

3

・各職員の業務内容がわかるよう、業務状況の見える化をし

ていく

・職員の強みと弱みに応じた業務を振るなどして、業務の効

率化を図る

・業務内容にあまり格差が生まれないよう、業務量の均一化

をしていく

・常勤、非常勤で業務内容を整理し、分担していく

・職員が自分から学びたい研修を探し、勉強できるような体

制を整えていく

○従業者評価実施期間

○事業所名 NICONICO

○保護者評価実施期間
2025年2月1日

○保護者評価有効回答数

2025年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・職員間で各職員の業務状況が互いに理解できていない

・全体的に業務過多で余裕がない

・立場による業務内容の確認が難しい為、業務過多になってい

る

・業務状況が把握できていない為、効率が悪い傾向にある

・非常勤は限られた時間内での業務となるが、なかなか時間内

には収まらない

・常勤の中でも業務の偏りがある

・経験の少ない職員はスキルを磨いていく必要がある

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・１，２年生合同となり、クラスの人数も増えることで不安に

感じる子もいる
・１年生と２年生で療育を分けられる曜日がない

・保護者の送迎がお迎えのみなので、保護者と話す機会が少な

い

・懇談以外では保護者と話せる機会が、帰りの保護者送迎の時

に限られる

・NICONICOでの療育は２年生までなので、３年生以降につ

いてお話する機会がない

・子ども１人ひとりの特性を踏まえたうえで、療育プログラム

を考案している

・子どもが自分で考えて行動できるよう促している

・個別支援計画を確認しながら療育プログラムを作成している

・療育終了後に療育にあたった職員全員で、子どもの様子を振

り返りながら記録を残している

・職員１人ひとりの強みを活かし、自信を持って子どもの前に

立てるよう工夫している

・職員が仲良く、他職員に言いたいことが言えるような環境を

整えている

・各職員の強みと弱みを共有し、得意を前面に出せるようにし

ている

・風通しの良い職場環境作りを意識している

・定期的に職員の1on1会議を実施している

・保護者に寄りそいながら育児サポートをしている

・保護者の話を聞きやすくする為、基本的に帰りの送迎はして

いない

・保護者同士の関わりを持っていただく為、療育中は保護者

ルームを開放している

・定期的に保護者講座を実施している

・療育終わりに写真や動画を見ていただきなら、その日の療育

の振り返りをしている

・保護者の送迎時に、気軽に職員に相談いただけるよう配慮し

ている

・クラスごとに「ペアレントトレーニング」「イライラしない

子育て講座」を実施している

事業所における自己評価総括表公表


